
                  

 

令和元年１２月２０日 

 

 

議    事    録 
 

注. 発言の内容についてはその要旨を記載しております。 

（発言そのものの記載ではありません。） 

この公開用議事録は個人情報に関連すると思われる部分等については〇で消しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県耶麻郡北塩原村農業委員会 

 



                  

 

 

令和元年度北塩原村農業委員会総会（令和元年１２月定例会） 議事録 

 

 

１．開催日時 

       令和元年１２月２０日（金）午後４時００分～５時１７分 

 

２．開催場所 

       北塩原村役場集会室１・２ 

 

３．出席委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 出席委員 農業委員６名 在任委員（７名）の過半数に達したので、本会は成立した。 

※ 今月は全体での協議事項があるため、農地利用最適化推進委員６名中６名出席。 

 

４．欠席委員 

         １番 伊藤 義人委員 

        

        

 議 席 氏  名 出 欠 

会長 ７ 星   源 嗣 出 

会長職務代理者 ６ 遠 藤 俊 一 出 

農業委員 １ 伊 藤 義 人 欠 

〃 ２ 中 川 博 之 出 

〃 ３ 岩 田 多 吉 出 

〃 ４ 二 瓶 睦 夫 出 

〃 ５ 蓮 沼 喜久雄 出 

農地利用最適化推進委員 ― 奥 川 維 之 出 

〃 ― 佐 藤 誠 一 出 

〃 ― 五十嵐 好 則 出 

〃 ― 安 部 嘉 久 出 

〃 ― 齋 藤 隆 男 出 

〃 ― 小 椋   功 出 



                  

 

 

５．議事日程 

       第１ 議事録署名委員の選任 

       第２ 会期の決定 

       第３ 業務報告及び今後の予定 

       第４ 報告事項 

          ・農地法第１８条の規定による合意解約について 

          ・令和元年度利用状況調査及び荒廃農地の発生・解消状況に関する調査 

           結果について 

第５ 提出議案 

          議案第１号 

          現況確認証明申請について 

          議案第２号 

          農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

          議案第３号 

          農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画について 

・番号１～３番 賃借権設定 

第６ その他 

                     

６．農業委員会事務局職員 

       事 務 局 長 相 原 哲 也 

       事務局主任主査 渡 部 達 也 

       事務局主査 須 藤 真由美 

 

７．会議の内容 

○事務局長 

ただいまより、令和元年度北塩原村農業委員会定例総会１２月定例会を開会いたします。  

それでは、会長よりご挨拶をお願いいたします。 

○会長 

  （挨拶） 

○事務局長 

会長ありがとうございました。総会の議長は、北塩原村農業委員会会議規則第４条により

まして会長が行う事になっておりますので、会長にお願いいたします。 

○議長 

暫時議長を務めさせていただきます。本日の会議の案件はお手元に配布のとおりでござい

ます。会議に先立ち本日の出席委員の確認を行います。１番、伊藤義人委員より欠席する旨



                  

 

 

の届出がありました。只今の出席委員は農業委員７名中６名であり、定足数に達しておりま

すので、総会は成立しております。また、今月は、農地利用最適化推進委員６名全員にも出

席いただいております。 

○議長 

それでは、北塩原村農業委員会会議規則第１３条の規定による議事録署名委員の指名でご

ざいますが、本職より指名させていただくことに、ご異議ございませんか。 

○委員 

（異議なしの声） 

○議長 

ご異議なしと認め、５番、蓮沼喜久雄委員、２番、中川博之委員の両名を指名いたします。 

○議長 

お諮りいたします。会期の決定については、議案の関係上本日１日とすることにご異議ご

ざいませんか。 

○委員 

  （異議なしの声） 

○議長 

  ご異議なしと認め、会期は本日１日と決しました。 

○議長 

それでは、業務報告及び今後の業務予定について、事務局より朗読と説明をお願いします。 

○事務局 

  座ったままで失礼いたします。提出議案の２ページをご覧ください。初めに（１）の業務

報告から説明いたします。１番、１１月２７日、令和元年度農業者年金加入推進セミナーが

東京都港区のメルパルクホールで開催されまして、会長が出席しております。２番、翌日の

１１月２８日、本県選出国会議員への要請集会が東京都千代田区にあります弘済会館で開催

されまして、会長が出席しております。３番、同日となりますが、令和元年度全国農業委員

会会長代表者集会が、東京都港区のメルパルクホールで開催されまして、会長が出席してお

ります。４番、本日でございますが、北塩原村農業委員会総会１２月定例会を開催しており

ます。続きまして、（２）の今後の業務予定でございますが、１番、１月１５日、令和元年度

後期農業委員会会長・事務局長研修会が福島県青少年会館で開催され、会長と事務局長が出

席予定となっております。２番、１月２０日、北塩原村農業委員会総会１月定例会を集会室

１・２で開催いたします。なお、事前案内となますが、こちらに記載してありますとおり、

１月２９日（水）に、令和元年度会津若松地方農業委員会連合会研修会が会津若松市文化セ

ンターで開催されます。時間は１３時から１５時２０分の予定となっております。出欠の確

認については、年が明けてから、来月の総会の開催通知と併せて、お送りしますので、よろ

しくお願いいたします。なお、毎年開催されておりました、令和元年度後期農業委員・農地



                  

 

 

利用最適化推進委員研修会については、今年度は実施されません。以上で、業務報告並びに

今後の業務予定について朗読と説明を終わります。 

〇議長 

  ただいまの報告について、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇委員 

  （なしの声） 

〇議長 

  ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。以上で業務報告及び今後の業務予定に

ついて終了します。 

〇議長 

  それでは報告事項に入ります。１点目、農地法第１８条の規定による合意解約について、 

事務局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

提出議案の３ページから４ページをご覧ください。報告事項の１点目、農地法第１８条の

規定による合意解約について説明いたします。こちらの件については、平成２３年３月２１

日に開催された農業委員会総会において、農業経営基盤強化促進法に基づく農地利用集積計

画について承認され、同月３０日付けで公告された件でございます。貸し手は現在若松市在

住の〇〇〇さん。借り手は北山字〇〇の〇〇〇さん。利用権（賃借権）の合意による全部解

約となります。解約に至った理由としましては、貸し手・借り手双方で話し合いが行われ、

合意がなされたので、今回解約をするということでございます。なお、解約された農地につ

きましては、一部、〇〇の〇〇〇さんが借り受けて耕作をする予定となっているとのことで、

今後申請があがってくると思われます。以上、農地法第１８条の規定による合意解約につい

て朗読並びに説明を終わります。 

〇議長 

  説明は終了しました。それでは、本件に関して、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇委員 

  （なしの声） 

〇議長 

  ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。以上で、農地法第１８条の規定による

合意解約について終了いたします。 

〇議長 

  続いて、報告事項の２点目、令和元年度農地利用状況調査及び荒廃農地の発生・解消状況

に関する調査結果について、事務局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

提出議案の５ページから６ページをお開きください。報告事項の２点目、令和元年度農地



                  

 

 

利用状況調査及び荒廃農地の発生・解消状況に関する調査結果について、報告いたします。

こちらにつきましては、管内にある農地の利用状況等について、９月１０日から１８日まで

の間に、担当地区ごとに分かれて調査を実施いたしました。調査日、調査地区、調査委員等

の一覧につきましては６ページに載せております。委員の皆様におかれましてはお忙しい中、

ご協力いただきましてありがとうございました。それでは、調査結果を報告いたします。５

ページをご覧ください。委員の皆さんと共に現場を歩きまして、農地の状況を確認し、荒廃

農地の区分により、再生可能なＡ分類又は再生困難なＢ分類に判断した農地を集計しており

ます。令和元年度の調査結果につきましては、上の方の太枠で囲っている欄になります。ま

ず、Ａ分類と判断された農地ですが、田が９７,１９９㎡、畑が３３５,１３７㎡となりまし

た。続いて、Ｂ分類と判断された農地は、田が１４３,７１５㎡、畑が８６３,０５１㎡とな

りました。上の平成３０年度の結果と見比べていただくと分かりやすいと思いますが、前年

度より若干Ａ分類は減っておりますが、その分、Ｂ分類の再生困難な農地が増えております

ので、さらに荒廃が進んでいる状況であると言えると思います。続いて、その下の調査内訳

の欄については、文字が小さくて申し訳ありませんが、今年度(令和元年度）に荒廃の区分が

変更となった農地を字ごとにまとめて載せております。今回の調査で新たに発生した荒廃農

地は３９筆。この一覧の中では、新規発生や再発生となっているものが該当いたします。新

規発生地以外については、昨年度よりもさらに荒廃が進み、Ａ分類からＢ分類へと判断した

もの、現況確認証明により農地ではなくなったもの、草刈り等により管理又は作付されてい

た農地で解消されていると判断したものなどがございました。最後に５ページの１番下をご

覧いただきたいのですが、参考としまして、耕作放棄地率を算出したところ、村内農地面積

の約２割が耕作放棄地化している状況でございます。前年度と比較しても、若干ですが増加

している状況でございました。なお、今回の調査結果につきましては、今後、県へ報告する

とともに、今回新たにＡ分類と判断された農地の所有者に対しては、意向調査を実施いたし

ます。上記のとおり提出いたします。令和元年１２月２０日提出、北塩原村農業委員会長星

源嗣。以上、報告事項の朗読並びに説明を終わります。 

〇議長 

  説明は終了しました。それでは、本件に関し、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇委員 

  （なしの声） 

〇議長 

  ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。以上で、令和元年度農地利用状況調査

及び荒廃農地の発生・解消状況に関する調査結果について終了するとともに、調査結果を県

へ報告することといたします。 

〇議長 

 それでは議事に入ります。議案第１号、「現況確認証明申請について」を議題といたします。      



                  

 

 

事務局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

提出議案の７ページをご覧ください。議案第１号、現況確認証明申請について説明いたし

ます。次の現況確認証明申請について意見を求めるものでございます。番号１番、１、申請

人の方は、〇〇〇さん、喜多方市〇〇の方でございます。２、申請する土地の所在地及び面

積等については、大塩字〇〇７１２４番、登記は畑、現況は原野、面積は９.９１㎡、大塩字

〇〇７４８１番、登記は畑、現況は山林、面積、１４２㎡の２筆ございます。３、証明を求

める理由は、土地地目変更登記のため。４、非農地化した経過につきましては、宮ノ下の土

地は約５０年前まで耕作していましたが、傾斜がきつく畑が狭かったため、次第に耕作しな

くなり原野化してしまったとのことです。また、二枚畑の土地は、隣接地が杉を植林してい

たので日当たりが悪く、思うように野菜の収穫ができなかったため、約４０年前に隣接地と

同じく杉を植林し、現在に至っているとのことでございました。５、調査内容についてです

が、申請位置は農振農用地区域外の農地となり、農地、非農地の判断につきましては、非農

地と判断しております。現況判断の理由は、現状は雑草や雑木が生い茂る荒地で、約４０年

～５０年以上耕作されておらず、原野又は山林と判断した。また、土地の状況等も悪く、思

うように野菜の収穫ができないということ、居住地から申請地まで距離があるということか

ら、今後も畑として使用するのは困難であると考えられるためでございます。地元農業委員

の意見としまして、現況確認者の遠藤俊一委員、星源嗣委員、五十嵐好則委員の３名に確認

していただきましたところ、証明の可否につきましては「可」と提出いただいております。

なお、８ページに申請地位置図、９～１０ページに申請箇所図、１１ページに現況写真を載

せておりますので、ご確認願います。上記のとおり提出いたします。令和元年１２月２０日

提出、北塩原村農業委員会長星源嗣。以上で議案第１号の朗読並びに説明を終わります。 

〇議長 

  説明は終了しました。ただいまの説明に関連して、本件の調査委員であります、６番、遠

藤俊一委員より調査結果について、意見をお願いいたします。 

〇６番、遠藤俊一委員 

  今週の火曜日、会長、五十嵐委員、事務局と申請人の代理人である〇〇〇さん、５名で現

地調査をしてきました。写真のとおり農地に復活させるのは無理だと判断しましたので、許

可相当といたしました。以上です。 

〇議長 

ありがとうございました。同じく調査委員であります、五十嵐好則委員より推進委員とし

ての意見があればお願いいたします。 

〇推進委員、五十嵐好則委員 

  はい。遠藤委員と同じ意見です。 

 



                  

 

 

〇議長 

  ありがとうございました。 

〇議長 

  それでは、本件に関して、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇３番、岩田多吉委員 

  この写真を見る限りではそんなに悪い農地には見えないけどな。 

〇推進委員、五十嵐好則委員 

  のり面のところだよ。斜面になってるところ。 

〇６番、遠藤俊一委員 

  写真の撮り方が悪いから、分かりづらいんだ。 

〇３番、岩田多吉委員 

  こっちがよ。この斜面になってる方。これじゃ耕作は無理だな。 

〇議長 

  他にご意見ご質問はありませんか。 

〇委員 

  （なしの声） 

〇議長 

  ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。議案第１号について、申請の通りこれ

を適当と認め決定することにご異議ございませんか。 

〇委員 

  （異議なしの声） 

〇議長 

  ご異議なしと認めます。議案第１号、現況確認証明申請について、申請内容の通り証明す

ることといたします。 

〇議長 

  続いて、議案第２号、「農地法第３条第１項の規定による許可申請について」を議題といた

します。事務局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

提出議案の１２ページをご覧ください。議案第２号、農地法第３条第１項の規定による許

可申請について、説明いたします。次の農地法第３条第１項の規定による許可申請について

意見を求めるものでございます。番号１番、１．申請当事者の氏名等について、譲渡人は、

〇〇〇さん、〇〇歳、喜多方市〇〇〇の方、譲受人は、〇〇〇さん、〇〇歳、大字大塩字〇

〇の方でございます。２、申請する農地の所在地及び面積でございますが、大塩字〇〇の農

地３筆、面積の合計は１７３.９１㎡でございます。３、権利を設定しようとする事由につい

て、譲渡人としましては、他の土地と交換のため。譲受人としましては、経営規模の拡大及



                  

 

 

び他の土地と交換のためでございます。４、権利を設定しようとする契約の内容について、

権利の種類は、所有権移転。権利の設定時期は、農業委員会の許可日以降の令和２年１月。

権利の存続期間は、永年。土地の対価は、今回は交換のため無償でございます。５、権利を

設定しようとする者の耕作及び所有地の状況等につきましては記載のとおりでございます。

申請地位置図、申請箇所図につきましては、１３ページから１４ページのそれぞれ赤枠で囲

われたところとなりますのでご確認願います。地元農業委員の意見としまして、遠藤俊一委

員に確認していただきましたところ、許可相当といただいております。また、農地法第３条

第２項各号の判断については、許可要件を満たしていると考えますので申し添えます。上記

のとおり提出いたします。令和元年１２月２０日提出、北塩原村農業委員会長星源嗣。以上

で議案第２号の朗読並びに説明を終わります。 

〇議長 

  説明は終了しました。ただいまの説明に関連して本件の調査委員であります、６番、遠藤

俊一委員より調査結果について、意見をお願いいたします。 

〇６番、遠藤俊一委員 

  同じく火曜日、〇〇〇さんと話して確認しました。特に問題ないと判断して許可相当とし

ました。よろしくお願いします。 

〇議長 

  ありがとうございました。それでは、本件に関して、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇委員 

  （なしの声） 

〇議長 

  ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。議案第２号について、申請の通りこれ

を適当と認め決定することにご異議ございませんか。 

〇委員 

  （異議なしの声） 

〇議長 

  ご異議なしと認めます。議案第２号、農地法第３条第１項の規定による許可申請について、

申請の通りこれを適当と認め決定することといたします。 

〇議長 

  続いて、議案第３号、「農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画について」を

議題といたします。今月は３件ございます。それでは、議案第１号の番号１番について、事

務局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

  提出議案の１５ページをご覧ください。議案第１号、農業経営基盤強化促進法に基づく農

用地利用集積計画について説明いたします。次の農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の



                  

 

 

規定に基づく、利用権設定等促進事業に係る農用地利用集積計画の作成について、承認を求

めるものでございます。こちらは再設定となります。番号１番、１、申請当事者について利

用権を設定する者（貸付人）の方ですが、〇〇〇さん、〇〇歳、郡山市在住の方でございま

す。続いて、利用権の設定を受ける者（借受人）の方ですが、〇〇〇さん、〇〇歳、関屋字

〇〇の方でございます。２、利用権を設定する土地ですが、関屋字〇〇２２番、地目は田、

面積２,８７７㎡、の１筆でございます。３、利用権の設定内容についてですが、利用権の種

類は、賃借権設定。権利の存続期間は令和２年１月１日から令和６年１２月３１日までの５

年間。賃借料の額は年額で３２,２００円。１反当たりになおしますと約１４,０００円、水

張り面積で算出しているとのことでございます。４、利用権の設定を受ける者の経営状況等

につきましては、記載のとおりでございます。地元農業委員の意見としまして、岩田多吉委

員に確認していただきましたところ、許可相当といただいております。なお、申請地位置図、

申請箇所図につきましては、１６ページから１７ページのそれぞれ赤枠で囲われたところと

なりますので、ご確認願います。以上の内容は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の

各要件を満たしていると考えますので申し添えます。上記のとおり提出いたします。令和元

年１２月２０日提出、北塩原村農業委員会長星源嗣。以上で議案第１号、番号１番の利用権

設定について、朗読並びに説明を終わります。 

〇議長 

  説明は終了しました。ただいまの説明に関連して本件の調査委員であります、３番、岩田

多吉委員より調査結果について意見をお願いいたします。 

〇３番、岩田多吉委員 

  はい。１２月の３日に〇〇〇君と、私もお借りしている農地があるので一緒に郡山まで行

って〇〇〇さんとお話してきました。また、５年間、再設定ということでお願いすると話し

てきました。なお、１８日に双方に電話で再確認をしたところ、間違いないということでご

ざいましたので、許可相当といたしました。よろしくお願いいたします。 

〇議長 

  ありがとうございました。それでは、本件に関して、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇委員 

  （なしの声） 

〇議長 

  ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。番号１番の利用権設定について、申請

の通りこれを適当と認め決定することにご異議ございませんか。 

〇委員 

  （異議なしの声） 

〇議長 

  ご異議なしと認めます。番号１番、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画



                  

 

 

について、申請の通りこれを適当と認め決定することといたします。 

〇議長 

  続いて、番号２番から３番までは岩田多吉委員の案件でございますので、農業委員会法第

３１条の規定に基づく、議事参与の制限により当該議案の審議開始から終了まで退席となり

ます。岩田多吉委員は退席してください。 

（岩田多吉委員 退席） 

〇議長 

  それでは、番号２番について、事務局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

提出議案の１８ページをご覧ください。議案第３号、２件目の利用権設定について説明い

たします。こちらは再設定となります。番号２番、１、申請当事者について、利用権を設定

する者（貸付人）の方ですが、１番と同じく〇〇〇さん、〇〇歳、郡山市在住の方でござい

ます。続いて、利用権の設定を受ける者（借受人）の方ですが、〇〇〇さん、〇〇歳、関屋

字〇〇の方でございます。２、利用権を設定する土地ですが、関屋字〇１２７６番、地目は

田、面積２,４１１㎡、の１筆でございます。３、利用権の設定内容についてですが、利用権

の種類は、賃借権設定。権利の存続期間は令和２年１月１日から令和６年１２月３１日まで

の５年間。賃借料の額は年額で２８,０００円。１反当たりになおしますと約１４,０００円、

水張り面積で算出しているとのことでございます。４、利用権の設定を受ける者の経営状況

等につきましては、記載のとおりでございます。地元農業委員の意見としまして、蓮沼喜久

雄委員に確認していただきましたところ、許可相当といただいております。なお、申請地位

置図、申請箇所図につきましては、１９ページから２０ページのそれぞれ赤枠で囲われたと

ころとなりますので、ご確認願います。以上の内容は、農業経営基盤強化促進法第１８条第

３項の各要件を満たしていると考えますので申し添えます。上記のとおり提出いたします。

令和元年１２月２０日提出、北塩原村農業委員会長星源嗣。以上で議案第３号、番号２番の

利用権設定について、朗読並びに説明を終わります。 

〇議長 

  説明は終了しました。ただいまの説明に関連して本件の調査委員であります、５番、蓮沼

喜久雄委員より調査結果について意見をお願いいたします。 

〇５番、蓮沼喜久雄委員 

  はい。こちらについては、貸付人の方が郡山に住んでますので、直接会って確認すること

ができませんでしたので、電話で確認しました。再設定でありますので、特に問題もないと

思い、許可相当としました。以上です。 

〇議長 

  ありがとうございました。それでは、本件に関して、ご意見、ご質問等ございませんか。 

〇委員 



                  

 

 

  （なしの声） 

〇議長 

  ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。番号２番の利用権設定について、申請

の通りこれを適当と認め決定することにご異議ございませんか。 

〇委員 

  （異議なしの声） 

〇議長 

  ご異議なしと認めます。番号２番、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画

について、申請の通りこれを適当と認め決定することといたします。続いて、番号３番につ

いて、事務局より朗読と説明をお願いします。 

〇事務局 

提出議案の２１ページをご覧ください。議案第３号、３件目の利用権設定について説明い

たします。こちらも再設定となります。番号３番、１、申請当事者について、利用権を設定

する者（貸付人）の方ですが、〇〇〇さん、〇〇歳、関屋字〇〇の方でございます。続いて、

利用権の設定を受ける者（借受人）の方ですが、２番と同じく〇〇〇さんでございます。２、

利用権を設定する土地ですが、関屋字〇１２７８番、地目は田、面積１,９８２㎡、の１筆で

ございます。３、利用権の設定内容についてですが、利用権の種類は、賃借権設定。権利の

存続期間は令和２年１月１日から令和６年１２月３１日までの５年間。賃借料の額は年額で

２２,４００円。１反当たりになおしますと約１４,０００円、水張り面積で算出していると

のことでございます。４、利用権の設定を受ける者の経営状況等につきましては、記載のと

おりでございます。地元農業委員の意見としまして、蓮沼喜久雄委員に確認していただきま

したところ、許可相当といただいております。なお、申請地位置図、申請箇所図につきまし

ては、２２ページから２３ページのそれぞれ赤枠で囲われたところとなりますので、ご確認

願います。以上の内容は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしている

と考えますので申し添えます。上記のとおり提出いたします。令和元年１２月２０日提出、

北塩原村農業委員会長星源嗣。以上で議案第３号、番号３番の利用権設定について、朗読並

びに説明を終わります。 

〇議長 

  説明は終了しました。ただいまの説明に関連して本件の調査委員であります、５番、蓮沼

喜久雄委員より調査結果について意見をお願いいたします。 

〇５番、蓮沼喜久雄委員 

  はい。申請者双方に確認したところ、こちらも同じく再設定でございますので、問題はな

いと判断し、許可相当といたしました。以上です。 

〇議長 

  ありがとうございました。それでは、本件に関して、ご意見、ご質問等ございませんか。 



                  

 

 

〇委員 

  （なしの声） 

〇議長 

  ご意見、ご質問なしと認め、質疑を打ち切ります。番号３番の利用権設定について、申請

の通りこれを適当と認め決定することにご異議ございませんか。 

〇委員 

  （異議なしの声） 

〇議長 

  ご異議なしと認めます。番号３番、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画

について、申請の通りこれを適当と認め決定することといたします。審議が終了いたしまし

たので、岩田多吉委員の入室を許可します。      

（岩田多吉委員 入室） 

〇議長 

  以上で本日の議案の審議並びに報告事項はすべて終了いたしましたので、これで議長の座

を終わらせていただきます。ご協力ありがとうございました。 

〇事務局長 

  ありがとうございました。それではその他になりますが、事務局より１点ございますので、      

事務局説明をお願いします。 

〇事務局 

  （北塩原村農業委員会忘年会について） 

〇事務局長 

  その他、皆さまから何かございますでしょうか。 

〇委員 

  （なしの声） 

〇事務局長 

  無いようですので、以上をもちまして、北塩原村農業委員会定例総会を閉会いたします。      

お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



                  

 

 

 

 

 議長は、会議の次第を作成させ、それが相違ないことを証するため、署名委員とともに署名

する。 

 

 

           令和  年  月  日 

           北塩原村農業委員議長（会長）               ㊞ 

 

              議事録署名委員  ５番               ㊞ 

 

              議事録署名委員  ２番               ㊞ 


